
1 

 

 １ 調査名称：甲府都市圏総合都市交通体系調査業務委託 

 
 ２ 調査主体：山梨県 
 
 
 ３ 調査圏域：甲府都市圏〔7市3町〕甲府市（旧甲府市、旧中道町）山梨市（旧山

梨市）、韮崎市、南アルプス市、甲斐市、笛吹市（旧春日居町、旧

石和町、旧御坂町、旧一宮町、旧八代町、旧境川村）、中央市、市

川三郷町（旧市川大門町、旧三珠町）、増穂町、昭和町 
 
 ４ 調査期間：平成１６年度～平成２０年度 
 
 
 ５ 調査概要：  

甲府都市圏は、車社会の進展により自動車依存が高く、道路混雑や環境負荷の増

大を引き起こしている。また、大型商業施設の郊外への進出等により中心市街地の

空洞化が生じている。さらに、少子高齢社会への対応として公共交通の重要性が高

まる中、そのサービス低下に歯止めがかかっていない状況である。 

このような背景のもと、効率的かつ効果的に良好な交通環境を整えていくため、

集約型都市構造の実現とそれを支える交通施策のあり方を示した総合都市交通計画

を策定した。 

検討にあたっては、将来フレームの設定に基づく交通施策パッケージシナリオを

構築し、交通需要予測・評価による定量的な検証を行い、交通施策の具体的な提案

を行った。 
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＜調査成果＞ 
 
１ 調査目的： 近年のモータリゼーションの進展、大規模店の郊外への進出、消費

行動パターンの変化等により中心部での空洞化が進み、人口流出や産

業活動の減退が著しく、人口の増加率から見ても、その動きは顕著で

あるといえる。 

このような社会情勢のもと、交通実態調査を実施し、都市圏交通の

課題を社会構造・社会構造変化との関係も含めて分析し、将来交通体

系を設定し、将来交通需要の予想をもとに都市圏の望ましい都市交通

体系のあり方を策定した。 

平成19年度では、昨年業務に引き続いて、将来フレームを設定し各

種ケース別の予測を行い、将来の交通課題に対応した今後の都市圏の

交通体系のマスタープランを作成し、今後の交通政策の具体的な提案

を行った。 

２ 調査フロー 

 
1.現況集計 

1) 集計作業計画 
2) 現況データ集計 

2.現況分析 
1) 交通円滑化に関する分析 
2) 安心・安全に関する分析 
3) 交通行動に関する分析 

4.都市圏の将来と交通政策の検討 
1) 将来開発計画の整理 
2) 将来交通網計画・政策の整理 
3) 今後の交通政策の検討 

5.将来予測システムの作成 
1) 将来予測のあり方の検討 
2) 4 段階推計システムの作成 
3) 現況再現性の検討 

6.現況データ
整備 

3.現況交通課題の整理 
1) 交通網の対応課題 
2) 交通行動への対応課題 

7.報告書作成 
1) 報告書作成 
2) 現況交通パンフレットの作成

1.将来フレームの検討 
1) 将来人口フレームの作成 
2) 将来交通計画フレームの検討 
 

2.交通政策・評価指標の検討 
1) 交通施策検討・データの作成 
2) 将来モデルケース・評価指標の 
検討・作成

4.将来予測データ整備 
1) 人口データ 
2) 交通量データ

3. 都市圏交通計画のシミュレーション 
1) 交通計画シナリオの検討・データ作成 
2) シナリオ別の将来交通需要予測 
3) 都市圏交通計画のシミュレーション 

5. 総合都市交通計画の作成 
1) 総合都市交通計画の作成 
2) パンフレットの作成 

平成 17 年度実態調査データ 

平成 18 年度

平成 19、20 年度
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 ３ 調査圏域図 

 
以下の７市３町からなる地域を甲府都市圏とし、計画の対象区域とします。 
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 ４ 調査成果 

 

１．甲府都市圏を取り巻く現状と課題 
 

  甲府都市圏を取り巻く現状と課題は次のように整理されます。 
  

表 都市交通の現状・課題及び交通施策の方向性 
都市交通の現状・課題 交通施策の方向性 

・人口が減少するとともに、高齢者が３人に
１人を占める本格的な高齢社会の到来 

・高齢者や障害者等の交通弱者に配慮し
た交通施策の導入 

・甲府中心部の人口減少と甲府市南部、甲斐
市や昭和町、中央市などへの市街地の拡大 

・中心市街地の空洞化による都市の中心機能
低下 

・中心市街地の交流・活力を増進する土
地利用施策や交通施策の導入 

・都市間・拠点間の交流・連携を高める
交通網の整備 

・高齢者による交通死亡事故の増大 
・自然災害への不安の増大 

・交通事故や災害を最小限にするための
交通施策の導入 

・環境意識の高まり 
・地球温暖化防止のための二酸化炭素排出量

抑制対策の必要性 
・環境にやさしい都市交通体系の確立 

社会経済状況
の変化から見
た課題 

・公共投資に係る予算の縮小への対応 ・効率的かつ効果的な公共投資による良
好な交通環境の整備 

幹線 
交通 
ネット
ワーク 

・通過交通が中心市街地を走行する道路ネッ
トワーク構造 

・都市圏の公共交通としては鉄道だけでは不
十分 

・中心市街地の通過交通を迂回させる道
路ネットワークの形成 

・鉄道とバスの連携による利用しやすい
公共交通体系の確立 

交通 
需要 

・甲府市、特に甲府中心部を軸に地域間の交
流が活発 

・自動車利用が約７割を占める高い自動車依
存に加え、高い自動車依存は今後も継続す
ることが想定される 

・都市集積力の高い甲府中心部を軸とし
た望ましい都市構造の形成 

・自動車依存型生活スタイルからの転換
に向けた都市交通体系の確立 

自動車
交通 

・国道 20 号などの幹線道路の多くが混雑し、
都市の活力が低下 

・甲府中心部や国道 20 号周辺は混雑・事故対
策の両面から重点的な対応が必要 

・自動車から公共交通への転換方策が課題で
あり、公共交通の利便性強化が求められて
いる 

・自動車利用の約２割は概ね２km 以内の短
距離移動 

・幹線道路をはじめとする骨格的幹線道
路網の整備 

・道路混雑の緩和・交通事故減少を支援
するためのハード・ソフト両面からの
対応 

・公共交通や自転車・徒歩への転換を促
す交通施策の導入 

・鉄道・バス利用ともに減少傾向が継続し、
今後のサービス維持が懸念 

・公共交通への転換を促す交通施策の導
入 

公共 
交通 

・鉄道は学生にとって重要な交通手段 
・バスは学生や高齢者、女性にとって重要な

交通手段 
・比較的人口密度の高い甲斐市南部・昭和町

等でも交通不便地域が存在 

・高齢者や自動車利用可能性の低い交通
弱者が安心して移動できるための都
市交通体系の確立 

・中心市街地（甲府中心部）への移動の主目
的は通勤や業務であり、私事利用が少ない 

・中心市街地の交流・活力を増進する土
地利用施策や交通施策の導入 

・中心市街地（甲府中心部）は都市圏全体に
比べて自動車利用が低く、多様な交通手段
が利用可能 

・比較的公共交通基盤や自転車・歩行環
境が整った中心市街地への都市機能
の誘導 

都
市
交
通
の
現
状
と
課
題 

中心 
市街地
交通 

・朝夕の限られた時間帯に自動車が集中し、
道路混雑が発生 

・ピーク時には中心市街地（甲府中心部）へ
のアクセス道路の走行性が大きく低下 

・中心市街地の交流・活力を高めるため
のハード面、ソフト面両面からの道路
混雑対策 
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２．総合都市交通計画の基本的考え方 
 

１．都市の将来像 
 

都市構造の現状と課題を踏まえ、以下のように都市の将来像を設定します。 
 
都市構造の現状と課題 
○ 無秩序な宅地化の拡散による都市サービス・コミュニティ機能の低下 
○ 公共公益施設、大規模集客施設の郊外立地等による都市の中心機能の低下 
○ 公共基盤の更新維持投資の増大による厳しい財政のさらなる圧迫 
○ 広域化した生活圏を前提とした都市機能の配置・連携による地域における都市サー

ビスの確保 
 
 

 
都市の将来像 

都市の拡大から都市機能の集約化（都市機能集約型都市構造の実現）  

 

 
図 都市機能集約型都市構造のイメージ 

 



6 

 
図 甲府都市圏総合都市交通計画の目指すべき将来都市構造 

 
２．都市交通の将来像 
（１）都市交通の将来像  

都市の将来像である「都市の拡大から都市機能の集約化（都市機能集約型都市構造）の実現」

のため、上位計画である「チャレンジ山梨行動計画」（現総合計画）で定められた基本目標、「や

まなし都市づくりの基本方針」で示された基本方針、都市交通を取り巻く社会的要請を踏まえ、

甲府都市圏が目指す都市交通の姿として、「安全・安心」の確保、「環境」の保全、「交流・活力」

の増進の３つを都市交通の将来像として位置付けます。 

・交通事故や自然災
　害への対応
・高齢者や障害者など

　交通弱者への対応

・地球温暖化の防止
　への対応
・身近な生活環境の

　保全への対応

・都市の中心機能低

　下への対応
・都市間・拠点間の交

　流・連携の強化への
　対応

〈都市交通を取り巻く社会的要請〉

「安全・安心」
の確保

「交流・活力」
の増進

「環境」
の保全

都市交通
の将来像 安全で安心して暮らせる都市

づくり
・災害に強いまちづくり
・安全で安心な生活環境の形成
・誰もが利用しやすい都市施設づくり

環境と共生する都市づくり
・環境負荷の軽減

・自然環境の保全
・郊外部や農山村集落における田園

環境の保全
・都市の緑化

都市機能を集約した活力に
満ちた都市づくり
・都市機能の集約化
・中心市街地の活性化

・日常生活圏の広域化への対応
・多様な連携・交流の促進
・産業振興の支援

やまなし都市づくりの基本方針《抜粋》

美

し

く

魅

力

あ

る

都

市

づ

く

り

チャレンジ山梨行動計画　《抜粋》

基

本

目

標

「力みなぎる・やまなし」の実現

「やすらぎ・やまなし」の実現

「つどう・やまなし」の実現

「むすぶ・やまなし」の実現

・競争力ある商業の振興（中心市街地の活性化、円

滑な交通環境の確保、安全で快適な道路空間の形

成）

・安心して暮らせる地域福祉の推進（高齢者福祉施

設の整備、ユニバーサルデザインの推進）

・危機管理体制の確立と地域防災力の強化（地域

防災力強化戦略の推進）

・豊かな環境の保存と継承（身近な生活環境の整

備、クリーンエネルギーの普及・啓発、環境にやさし

いバスの普及への支援）

・循環型社会システムの構築（環境保全活動への

支援）

「さわやか・やまなし」の実現

・時代のニーズを満たす多様な観光の振興（産業

観光の振興）

・県土を形成する骨格道路網の整備（中部横断自

動車道の整備促進、新山梨環状道路の整備、地域

間を結ぶ国道・県道の整備）

・鉄道の利便性向上と地域航空の検討（ＪＲ東日本

への要望活動の実施）

少子高齢社会
への対応

地球環境問題
への対応

都市活力の低下
への対応

暮らしやすさ日本一

産業の振興、福祉・医療の充実、教育文化
の振興、環境の保全、交流の拡大、社会基
盤の整備

山

梨

県

都

市

計

画

区

域

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン

 
図 都市交通の将来像の設定 
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（２）都市交通施策体系  
   都市の将来像実現を先導・支援する都市交通計画の目標を達成するため、以下の４つの都市交

通施策（土地利用施策（都市機能集約型都市構造）、道路ネットワーク施策、公共交通施策、環

境ＴＤＭ施策等）を必要不可欠な施策と位置付けます。 

都市の将来像実現を
先導・支援する

都市交通計画の目標

目標を実現するための
「都市交通施策体系」

 公共交通施策

 環境ＴＤＭ施策 等

 道路ネットワーク施策

 土地利用施策

 （都市機能集約型都市構造）

 「安全・安心」を確保する
  交通の実現

・交通事故が少なく、災害にも強い道路
  ネットワーク
・高齢者や障害者等が安心して生活でき
　る移動環境
・公共交通サービス低下に対応した交通
  弱者のための移動支援

 「環境」を保全する
  交通の実現

・環境負荷の少ないまちづくりの推進

 「交流・活力」を増進する

  交通の実現

・都市の元気のみなもととなる交流・連携
  のための交通ネットワーク
・中心市街地の魅力を高めるための快適
  で利便性の高い交通環境

都
市
の
将
来
像

目
指
す
べ
き

（
都
市
機
能
集
約
型
都
市
構
造
の
実
現
）

都
市
の
拡
大
か
ら
都
市
機
能
の
集
約
化

 
図 目指すべき都市交通施策体系 

 
（３）将来交通需要の見通し  

都市機能の集約化（都市機能集約型都市構造）とそれを支える交通施策の実施により、現況よ

りも自動車利用率は減少し、公共交通利用者は現況に比べて増加することが期待されます。 

56

72

1 1

30

104

51
63

2 2

27

95

0

20

40

60

80

100

120

夜間人口 自動車 鉄道 バス 二輪・徒歩 総需要

平17（現況） 平42（将来）

（単位：夜間人口：万人、交通量：万トリップ）

交通量

-8%

-12%

+59% +100%

-10%

-9%

 
図 手段別交通量の将来見通し 

注）以上、甲府都市圏総合都市交通計画協議会による推計値。 

1

2

69

67

29

29

鉄道 バス

1

2

自動車 二輪・徒歩

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H17（現況）

H42（将来）
 

図 交通手段分担率の将来見通し 
注）甲府都市圏総合都市交通計画協議会による推計値。 
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３．総合都市交通計画 

 
１．総合都市交通計画の体系 

 
土地利用施策は「道路ネットワーク施策」「公共交通施策」「環境ＴＤＭ施策等」の各施策の前提

条件となることから、土地利用施策以外の３施策を都市交通施策として、総合都市交通計画の体系

とします。また、下表に示すように総合都市交通計画の施策体系を位置付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 総合都市交通計画の施策体系 

施策体系 施策の方向 主な施策 
中心市街地活性化・既

存市街地再整備 
■中心市街地や拠点への都市機能の集約 土地利用 

施策 
都市機能誘導 
（市街地拡大抑制） 

■無秩序な市街地の拡大や郊外部への都市機能分散の抑制

■まちなか居住の推進 

都市機能集約型都市

構造を支える道路網

の整備 

■環状軸と放射軸を組み合わせた骨格的な幹線道路ネットワークの

形成 

 

交通ボトルネックの解消 ■渋滞箇所・事故多発箇所等の道路拡幅・改良 

道路ﾈｯﾄ 
ﾜｰｸ施策 

効率的な道路ﾈｯﾄﾜー ｸの形成 ■都市計画道路等の既定道路計画の見直し 

鉄道・バス利便性の向上 ■現況公共交通サービスの維持確保 

■地域モビリティサービスの導入支援 

■利用しやすい公共交通環境の整備 

乗り継ぎ利便性の向上 ■駅前広場の整備 

■パーク＆ライドの推進 

自動車依存型生活ス

タイルの転換 
■モビリティマネジメントの検討 

公共交通 
施策 

地域公共交通活性化 ■地域公共交通総合連携計画の策定に向けた検討支援 

自動車環境対策 

 

■運輸事業者自動車環境計画制度の実施 
■低排出ガス車両の普及促進 
■単体対策の促進 
■エコドライブの推進 

環境ＴＤ

Ｍ施策等 

自 動 車 利 用 の 適 正

化・効率化 

■短距離移動における二輪・自転車・徒歩利用の推進 
■パーク＆ライド（自転車）の推進 
■高速道路の有効活用の促進 
■朝夕の混雑時における時差通勤の促進 
■パーク＆ライドの推進     ※公共交通施策の再掲 
■モビリティマネジメントの検討 

土地利用

施策 

都市交通施策 
総合都市交通計画の体系 

道路ﾈｯﾄﾜｰｸ施策 公共交通 
施策 

環境ＴＤＭ

施策等 
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（１）土地利用施策  
【土地利用施策の基本方針】 
● 市街地の「拡大・郊外化」から「都市機能集約型のまちづくり」への転換 
● 都市機能集約型都市構造は交通施策展開の前提条件 

 
図 都市機能集約型都市構造のイメージ（再掲） 

 
（２）道路ネットワーク施策  

【道路ネットワーク施策の基本方針】 
● 都市機能集約型都市構造を支える道路ネットワークの形成 

 
図 甲府都市圏の幹線道路ネットワークイメージ 
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（３）公共交通施策  
【公共交通施策の基本方針】 

● 社会活動を支えるモビリティの確保 
● 公共交通機関の充実や利用促進（自動車依存型の生活スタイルからの転換） 

 
図 公共交通施策の展開イメージ 

（４）環境ＴＤＭ施策等  
【環境ＴＤＭ施策等の基本方針】 
● 限りある資源・エネルギーを有効に活用した総合的な環境対策 

 
図 環境ＴＤＭ施策等の展開イメージ 
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２．期待される効果 
 
「安全・安心」の確保、「環境」の保全、「交流・活力」の増進の観点からの今後重視すべき都

市交通計画の視点を踏まえ、以下のように評価指標及び目標を設定します。 
   総合都市交通計画の取り組みの実現による目標年次（平成 42 年）時点での達成目標（期待さ

れる効果）は、以下の通りです。 
 

表 期待される効果 
都市交通 

計画の目標 

今後重視すべき 

都市交通計画の視点 
評価指標 現況値 

目標 

（平成 42 年） 

○交通事故が少なく、災

害にも強い道路ネッ

トワーク 

 

  

○高齢者や障害者等が

安心して生活できる

移動環境 

「安全・安心」 
を確保する 
交通の実現 

○公共交通サービス低

下に対応した交通弱

者のための移動支援 

公共交通利用量 

２．６ 

万ﾄﾘｯﾌﾟ／日 

 

自動車による二酸

化炭素排出量 

１４ 

万 t-c／年 

 

「環境」 
を保全する 
交通の実現 

○環境負荷の少ないま

ちづくりの推進 環境負荷の少ない

交通手段（公共交

通、二輪、徒歩）の

割合 

３１％ 

 

○都市の元気のみなも

ととなる交流・連携の

ための交通ネットワ

ーク 

混雑・渋滞する道路

（時速20km/h未満）

の延長割合 

６％ 

 

「交流・活力」 
を増進する交

通の実現 ○中心市街地の魅力を

高めるための快適で

利便性の高い交通環

境 

甲府中心部におけ

る都市活動量（私

事、業務） 

６．３ 

万ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ／日 

 

 

現況より 
４割減 

現況より
増加 

概ね解消 

現況より 
増加 

現況より 
５割増 

社会資本整備重点計画等により実現 
（指標設定は行わない） 
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４．総合都市交通計画の推進に向けた今後の課題等 
   
１．計画推進のための体制の確立と、社会経済動向等を踏まえた適切な計画の見直し 

   施策を着実に実行していくための計画推進母体を設置するとともに、最新の社会経済動向等を

踏まえ、必要に応じた見直しを行い、常に時代にマッチした計画としていきます。 

 

２．総合都市交通戦略の策定 
   総合都市交通計画を踏まえ、各施策の具体化・実現化に向けて、短・中期的に必要となる交通

施策の検討を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．計画の進捗管理・評価、情報提供 

   地域、交通事業者などの関係者と適切な連携のもと、ＰＤＣＡサイクルに基づく進行管理・評

価を行い、施策の取り組み状況などを広く公表していきます。 

 
 

 

甲府都市圏総合都市 
交通計画の策定 

Ｈ２０年度 Ｈ２１～２２年度

Ｈ２１～２２年度 

甲府都市圏総合都市交通戦略

の策定 

都市計画区域マスタープラン等関連計画の動向 

施策の

実施へ 

整合 整合
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